
昭和耳5年10月10日（毎月10日発行）

一一人口の動き一・

一10月1日現在一

男5．948（一8）

女　6．101←一2）

計12．049（一1①

世帯数2．593（十1）

（）内は前月との比較
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　　　　　　　　　　　　　ぼくらはまだ応援専科

遠足だとか、運動会は秋につきものの、も　写真は、9月27日、中央公民舘グランドで
つとも楽しい行事です。　　　　　　　　　　　行なわれた千手小の運動会のスナップからひ

　なかでも、各学校の運動会は、町民体育祭　　ろったもので、グランドの熟戦を、幼稚園児

よりひと足おざきに、各地区で、にぎやかに　　が表情豊かに応援していました。来年はぼく

くりひろげられました。　　　　　　　　　　らもなかまに入れてくださいと…。

囹
行
　
　
　
事

　
十
　
月

十
一
日
　
議
会
産
業
経
済
委
員
会
の
現

地
視
察
。

十
二
日
　
議
員
定
数
調
査
特
別
委
員
会

十
三
日
　
薬
と
健
康
の
週
間
始
ま
る
〇

二
十
日
　
え
び
す
講

二
十
一
日
　
議
会
臨
時
会

二
十
四
日
　
川
西
町
と
小
千
谷
市
南
部

　
地
区
共
催
の
錦
鯉
品
評
会
（
午
前
十

　
時
か
ら
千
手
小
学
校
プ
ー
ル
で
、
出

　
品
点
数
は
約
四
百
の
予
定
o
即
売
会

　
も
行
な
う
。
）
。
国
連
の
日
、
国
連

週
間
始
ま
る
。

二
十
七
日
　
読
書
週
間
始
ま
る

・
十
一
月

一
日
　
納
税
者
の
声
を
聞
く
旬
間
、
教

　
育
文
化
週
間
始
ま
る
Q

三
日
　
文
化
の
日
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＊　
　
　
　
　
　
　
耕
作
技
術
の
進
歩

＊＊　
　
　
　
　
　
と
と
も
に
天
候
に
恵

＊＊＊　
　
　
　
　
　
ま
れ
て
、
稲
作
は
史

＊＊　
　
　
　
　
　
上
二
番
目
と
い
う
大

＊＊　
　
　
　
　
　
豊
作
。
病
虫
害
等
も

＊＊＊　
　
　
　
　
　
き
わ
め
て
少
な
く
、

＊＊　
　
　
　
　
　
町
の
農
業
共
済
か
ら

＊＊＊　
　
　
　
　
　
支
・
払
わ
れ
る
共
済
金

＊＊　
　
　
　
　
　
は
例
年
の
五
分
の
一

＊　

淋
程
度
だ
と
い
う
。
豊
作
で
あ
れ
ば
あ

　

淋
る
ほ
ど
食
管
制
度
の
前
途
に
対
す
る

　
＊
不
安
も
高
ま
る
と
い
う
矛
盾
さ
え
な

　

料
け
れ
ば
、
笑
い
が
止
ま
ら
な
い
と
こ

料
ろ
で
あ
る
。

　

緋
　
ま
た
、
晴
天
つ
づ
き
が
も
た
ら
し

料
た
マ
イ
ナ
ス
面
と
し
で
、
飲
用
水
の

　

紳
枯
渇
と
い
う
事
態
が
出
は
じ
め
で
い

淋
る
。
こ
れ
を
根
本
的
に
解
決
す
る
た

　

淋
め
に
は
、
町
の
水
道
計
画
を
す
み
や

料
か
に
軌
道
に
乗
せ
る
必
要
が
あ
る
。

　
淋
二
Q
％
と
い
う
水
道
普
及
率
は
県
下

、
料
の
最
低
ク
ラ
ス
だ
が
、
ま
ず
懸
案
の

　

淋
千
手
水
道
建
設
を
急
ぐ
こ
と
が
先
決

継
で
、
そ
の
た
め
に
は
目
下
国
鉄
当
局

　
料
と
折
衝
中
の
国
鉄
水
道
移
管
に
伴
う

料
補
償
交
渉
が
、
　
一
日
も
早
く
円
満
妥

　
淋
結
す
る
こ
と
が
切
望
さ
れ
る
o

辮
　
こ
の
ほ
ど
本
年
度
の
普
通
交
付
税

淋
額
が
正
式
に
決
定
し
た
o
そ
の
額
一

＊

億
二
百
九
十
九
万
一
千
円
は
、
昨
年
紳

に
比
べ
て
一
千
八
百
万
円
の
増
で
あ
赫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

る
。
財
源
不
足
を
埋
め
る
た
め
に
交
緋

付
さ
れ
る
交
付
税
が
年
々
ふ
え
る
こ
辮

と
は
必
ず
し
も
喜
ぶ
べ
き
現
象
で
は
糟

な
い
が
、
現
実
に
は
才
入
の
三
七
％
麻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
占
め
る
最
大
の
財
源
と
し
て
、
そ
淋

の
増
減
は
町
の
財
政
を
左
右
す
る
。
　
継

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
っ
て
は
財
政
力
指
数
一
一
五
と
い
継

う
富
裕
町
村
で
あ
り
、
不
交
付
団
体
緋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

で
あ
っ
た
町
が
、
現
在
一
億
を
乙
え
料

る
交
付
税
を
も
ら
い
、
財
政
力
指
数
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
三
八
に
ま
で
低
下
し
た
o
地
方
財
淋

政
の
き
ぴ
し
さ
に
対
し
て
町
も
例
外
辮

で
は
あ
り
得
な
い
Q
　
　
　
　
　
　
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
最
初
の
町
職
員
採
用
試
験
が
九
月
将

二
十
九
日
に
長
岡
で
行
な
わ
れ
た
o
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

受
験
者
は
男
四
、
女
三
の
計
七
人
り
牌

こ
の
第
一
次
試
験
合
格
者
の
中
か
ら
林

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ

町
が
口
述
試
験
と
身
体
検
査
を
行
な
料

い
、
最
終
的
に
採
用
を
決
定
す
る
o
淋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
し
て
公
募
第
一
期
生
と
し
て
迎
え
紳

ら
れ
る
の
は
来
年
四
月
一
日
で
あ
る
継

九
月
百
に
発
足
し
た
交
通
災
嘉

共
済
の
加
入
者
が
、
九
月
末
現
在
で
料

二
、
四
八
五
人
と
な
っ
た
。
加
入
率
蕪

二
Q
六
％
で
、
目
標
の
三
〇
％
に
は
緋

ま
だ
達
し
な
い
が
、
郡
市
内
で
は
嘉

然
好
成
績
で
あ
る
。
　
　
　
．
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行
政
相
談
の
す
す
め
…
…

　
国
や
県

市
町
村
の
仕
事
な
ら
な
ん
で
も

　
す
で
に
．
前
号
で
お
知
ら
せ
し
た
と

こ
ろ
で
す
が
．
十
四
日
か
ら
始
ま
る
行

政
相
談
週
間
に
ち
な
ん
で
、
町
で
は
．

　
〇
十
四
日
橘
出
張
所

　
〇
十
五
日
　
仙
田
出
張
所

　
〇
十
八
日
　
川
西
町
役
場

　
以
上
、
三
カ
所
に
相
談
所
を
開
設
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
o

　
各
会
場
と
も
、
時
間
は
午
後
一
時
か

ら
で
、
と
く
に
、
十
八
日
の
役
場
の
際

に
は
、
新
潟
行
政
監
察
局
か
ら
職
員
が

派
遣
さ
れ
、
行
政
懇
談
会
も
ひ
ら
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
o

　
相
談
の
取
り
扱
い
は
無
料
で
、
自
分

の
な
ま
え
を
出
し
た
く
な
い
か
た
、
由
・

し
出
の
内
容
を
秘
密
に
し
た
い
か
た
に

は
、
ご
希
望
に
そ
う
よ
う
に
し
て
い
ま

す
か
ら
．
ど
な
た
で
も
．
気
軽
に
お
い

で
く
だ
さ
い
。

　
こ
う
い
う
か
た
は

　
　
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
か

　
役
所
の
仕
事
に
つ
い
て

◇
テ
キ
パ
キ
と
や
っ
て
も
ら
え
な
い

◇
不
親
切
な
扱
い
を
受
け
た

◇
納
得
で
き
な
い

◇
ど
う
し
て
よ
い
か
わ
か
ら
な
い

◇
こ
う
し
て
ほ
し
い

　
な
ど
、
苦
情
や
相
談
、
あ
る
い
は
意

見
が
あ
る
が
、
ど
う
も
、
関
係
の
役
所

、
曹
．
雪
1
噸
甲
｝
－
｝
マ
■
ぐ
脚
”
●
耀
ワ
▼
マ
響
O
卿
岬
●
一
電
O
曙
マ
◎
雪
可
『
冒
ご
曜
7
▼
，
ぞ
嘗
甲
9
マ
噂
マ
曜
暫
マ
マ
曙
哩
甲
冒
▼
▼
曾
贈
U
▼
7
▽
町
噌
マ
マ
マ
▼
騨
響
響
9
噌
▼
ワ

寺尾野菊
〔保険組合〕

保険の割引金を
そっくり学校に寄付

　
へ
直
接
に
は
申
し
出
に
く
い
と
か
、
ど

　
こ
へ
申
し
出
た
ら
よ
い
か
わ
か
ら
な
い

　
と
い
う
か
た
が
お
り
ま
し
た
ら
、
当
日

　
相
談
し
て
く
だ
さ
い
o

　
　
ど
ん
な
こ
と
を

　
　
　
相
談
す
る
か

　
　
参
考
ま
で
に
、
行
政
相
談
の
事
例
の

　
な
か
か
ら
、
一
般
的
な
も
の
を
項
目
だ

　
け
次
に
あ
げ
て
み
ま
し
ょ
う
o

　
O
交
通
規
制
・
信
号
機
・
運
転
免
許
証

　
　
道
路
標
識
・
恩
給
・
青
少
年
問
題
o

　
O
登
記
・
戸
籍
o

　
O
学
校
教
育
・
社
会
教
育
・
給
食
o

　
O
生
活
保
護
・
各
種
年
金
・
公
衆
衛
生

　
　
環
境
衛
生
・
保
育
所
・
水
道
・
公
害

　
○
農
地
転
用
・
土
地
改
良
・
農
業
共
済

　
○
中
小
企
業
の
育
成
・
危
険
物
取
締
り

　
　
計
量
・
電
力
。

　
○
自
動
車
損
害
賠
償
0

7
7
ワ
9
7
マ
7
7
暫
曽
ワ
｝
響
り
，
》
ワ
？
甲
曽
り
甲
7
響
■
■
曜
9
▽
9
甲
O
o
c
9
呼
■
7
噛
　
　

・
｝
e
？
9
■
，
ぜ
サ
■
9
e
o
曜
o
●
o
●
9
c
■
■
鯉

　
簡
易
保
険
に
は
、
町
内
や
職
場
で
、
　
…

十
五
人
以
上
が
加
入
し
、
代
表
者
が
保
㎜

険
料
を
ま
と
め
て
払
い
込
む
と
、
月
額
…

保
険
料
の
七
パ
ー
セ
ン
ト
を
割
引
き
す
…

る
制
度
が
あ
り
ま
す
o

　
寺
尾
の
野
菊
保
険
組
合
は
、
こ
の
団
…

体
割
引
き
を
目
的
に
生
ま
れ
た
、
十
四
…

人
の
ご
婦
人
か
ら
な
る
団
体
で
す
が
、

昨
年
八
月
の
発
足
以
来
、
　
一
年
間
の
割
…

引
額
に
相
当
す
る
二
万
円
全
部
を
、
こ
…

の
ほ
ど
、
千
手
小
学
校
と
川
西
中
学
校
㎜

に
、
そ
れ
ぞ
れ
一
万
円
ず
つ
寄
付
し
、
　
㎜

関
係
者
を
感
激
葛
せ
亡
い
ま
す
。

　
寄
付
を
う
け
た
両
校
と
も
、
さ
っ
そ
㎜

く
丸
型
の
電
池
時
計
各
二
個
を
購
入
し
…

て
、
特
別
教
室
創
ど
に
配
置
し
て
活
用
㎜

し
て
い
ま
す
っ
（
写
真
は
、
野
菊
保
険
…

組
合
の
み
な
さ
ん
で
す
が
、
あ
い
に
く
…

全
員
が
そ
ろ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
）
　
　
　
…

○
道
路
・
河
川
の
工
事
お
よ
ぴ
維
持
管

理
・
砂
防
。

○
選
挙
・
消
防
・
住
民
登
録
Q

O
郵
便
物
集
配
・
電
波
障
害
・
郵
便
施

設
・
簡
易
保
険
。

　
な
に
か
思
い
あ
た
る
節
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

　
こ
れ
ら
に
つ
い
て
．
事
務
処
理
の
不

適
切
．
遅
延
、
申
請
手
続
き
、
公
共
施

設
と
し
て
の
維
持
、
管
理
．
監
督
の
状

況
．
職
員
の
応
接
態
度
な
ど
に
対
す
る

不
満
や
問
い
合
わ
せ
が
、
そ
の
内
容
に

な
っ
て
い
ま
す
o

　
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
ほ
か
で
も
、
国
や

県
・
市
町
村
の
仕
事
に
関
す
る
苦
情
は

な
ん
で
も
け
っ
こ
う
で
す
o

　
な
お
．
今
回
の
相
談
所
開
設
の
機
会

に
ど
う
し
て
も
都
合
わ
る
い
と
い
う
か

た
は
、
い
つ
で
も
、
中
央
町
の
太
田
長

栄
さ
ん
（
行
政
相
談
委
員
）
の
と
こ
ろ

ま
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
〇

二
＝
嶋
＝
輔
一
＝
噌
一
一
－
二
卿
一
閑
＝
騨
＝
ロ
＝
一
幡
噌
＝
＝
驕
口
囎
嶋
鱒
O
醐
繭

議
会
の
動
き
明

二
日
　
常
任
委
員
長
以
上
郡
内
産
業
視

　
察

七
日
　
第
五
回
定
例
会

〈
審
議
内
容
〉

①
教
育
委
員
の
任
命
に
つ
い
て
．
小

　
林
誠
治
．
丸
山
富
司
両
氏
の
再
任
に

同
意
。

②
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
、
蔵

　
品
茂
雄
氏
の
再
選
に
同
意
o

③
農
業
共
済
事
業
損
害
評
価
会
委
員

　
と
し
て
、
江
口
則
雄
、
佐
藤
克
平
、

　
押
木
　
貢
の
三
氏
を
補
充
選
任
す
る

件
に
同
意
。

④
川
西
町
総
合
開
発
計
画
審
議
会
条

　
例
制
定
に
つ
い
て
、
原
案
ど
お
り
可

　
決
o
な
お
．
審
議
会
の
発
足
に
と
も

　
な
う
委
員
の
報
酬
に
つ
い
て
も
、
原

　
案
．
（
年
額
三
千
円
）
ど
お
り
可
決
。

⑤
一
般
会
計
予
算
の
補
正
を
原
案
ど

　
お
り
可
決
。
こ
れ
は
、
歳
入
歳
出
と

　
も
百
七
十
九
万
三
千
円
の
追
加
を
す

　
る
も
の
で
、
　
一
般
会
計
の
予
算
規
模

　
は
二
億
八
千
七
百
九
十
九
万
五
千
円

と
な
っ
た
。

　
　
追
加
の
大
口
は
、
共
同
養
魚
施
設

、
の
設
置
補
助
四
十
三
万
八
千
円
、
仙

　
田
小
物
置
便
所
等
改
造
費
二
十
万
円

　
千
手
小
の
修
繕
料
十
一
万
七
千
円
、

　
道
路
維
持
費
十
七
万
四
千
円
な
ど
o

⑥
町
内
人
事
事
務
組
合
を
組
織
す
る

　
地
方
公
共
団
体
の
数
の
増
減
お
よ
ぴ

　
規
約
変
更
を
、
原
案
ど
お
り
可
決
。

⑦
議
員
定
数
調
査
特
別
委
員
会
の
設

　
置
に
つ
い
て
、
原
案
ど
お
り
可
決
o

⑧
請
願
二
件
を
い
ず
れ
も
継
続
審
査

　
0
霧
谷
地
内
三
峰
農
道
新
設
、
改
修

　
　
工
事
に
関
す
る
請
願
o

　
O
仙
田
農
業
協
同
組
合
政
府
指
定
倉

　
　
庫
の
改
修
な
ら
ぴ
に
購
買
倉
庫
の

　
　
建
設
助
成
請
願
。

三
十
日
　
土
木
厚
生
委
員
仙
田
方
面
現

地
視
察
。

二
＝
一
二
一
＝
＝
＝
二
＝
一
＝
＝
＝
一
＝
＝
＝
＝
＝
一
＝
＝
＝
一

使
い
や
す
く
な
っ
た

　
町
の
ブ
ル
ド
量
ザ
ー

　
八
月
の
町
議
会
臨
時
会
で
、
町
の
使

用
料
条
例
の
一
部
改
正
が
あ
り
、
ブ
ル

ド
ー
ザ
ー
の
使
用
料
が
、
こ
れ
ま
で
よ

り
二
割
も
安
く
な
り
ま
し
た
。

　
運
転
手
つ
き
一
時
間
あ
た
り
の
使
用

料
は
、
D
五
〇
型
で
、
利
用
者
が
公
共

団
体
の
場
合
二
千
四
百
円
（
そ
の
他
二

千
八
百
円
）
、
D
六
〇
型
で
、
使
用
者

が
公
共
団
体
な
ら
二
千
八
百
円
（
そ
の

他
三
千
二
百
円
）
に
な
っ
た
も
の
。

．
鐘

休
め
で
は
な

　
　
　
　
　
い

行
日
と
重
な
っ
て
、

り
を
、
広
報
紙
で
ふ
り
返
っ
て
み

る
わ
け
に
ゆ
か
な
い
の
が
残
念
で

す。

季
節
や
よ
し
、
栄
養
を
つ
け

運
動
を
心
が
け
て
健
康
増
進
に
つ

と
め
て
く
だ
さ
い
o

㊨
結
謝
駿
瓢
劇
穫

そ
の
セ
ー
タ
ー
を
長
も
ち
さ
せ
る

た
め
、
①
ぬ
い
だ
ら
軽
く
ホ
コ
リ

を
は
た
き
出
す
、
②
ヒ
ジ
が
の
ぴ

て
い
た
ら
キ
リ
を
吹
き
か
け
、
形

を
と
と
の
え
て
陰
干
し
に
し
て
お

＜
。
③
寝
る
前
、
キ
チ
ン
と
た
た

み
、
ソ
デ
の
部
分
だ
け
フ
ト
ン
の

下
に
し
て
お
く
。
④
エ
リ
や
ソ
デ

ロ
を
時
々
ベ
ン
シ
ン
で
き
れ
い
に

す
る
な
ど
の
手
入
れ
が
必
要
o

⑲
様
諺
噺
灘
個
鵡
騎

し
む
行
事
も
多
く
、
い
わ
ゆ
る
灯

火
親
し
む
候
で
す
o
そ
れ
に
し
て

も
、
最
近
は
大
冊
を
読
破
す
る
よ

う
な
根
気
は
な
く
な
る
し
、
も
う

一
度
「
良
い
本
を
読
む
」
と
い
う

こ
と
を
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
り

そ
う
で
す
。

㊥
翻
鮨
勝
羅
鐸
ゴ

ま
す
o
本
格
的
な
冬
の
訪
れ
に
対

し
て
、
季
節
の
家
事
に
区
切
り
を

つ
け
て
お
く
の
が
大
切
で
し
ょ
う

㊨
馨
誰

た
か
も
川
西
町
の

威
勢
を
示
す
よ
う

な
町
民
体
育
祭
は

か
っ
こ
う
の
ほ
ね

で
し
ょ
う
か
o
発

　
　
そ
の
盛
況
ぶ
’
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　　歯

割良

　引”
商の年

もあ金
はる”

ぶ前
接納

す保

　険
　料

◇
　
国
民
年
金
の
被
保
険
者
の
か
た
が

　
た
で
、
農
家
の
よ
う
に
、
収
穫
期
に

　
ま
と
ま
っ
た
収
入
が
あ
る
と
か
、
あ

　
る
い
は
、
月
々
納
入
す
る
の
が
わ
ず

　
ら
わ
し
い
と
い
う
人
に
、
　
一
年
分
の

　
保
険
料
を
前
納
す
る
制
度
の
利
用
を

◇◇

割
引
後
の
保
険
料 お

す
す
め
し
ま
す
o

　
前
納
を
す
れ
ば
、
毎
月
納
め
る
と

い
う
手
間
が
省
け
ま
す
o

　
そ
の
う
え
、
　
一
年
分
を
ま
と
め
て

前
納
す
る
と
、
五
分
五
厘
の
保
険
料

割
引
の
特
典
が
あ
り
ま
す
o

　
　
（
年
額
）

年　令　　　　　前納する月 昭43年10月 昭43年11月 昭43年12月

20才から34才1ヵ月未満の人 2，780円 2，8う0円 2，880円

34才1ヵ月以上2ヵ月までの人 2，850 2，880 2，950

〃　2　　〃　　3　　　　〃 2，870 2，920 2，970

〃　　3　　　　〃　　　　4　　　　　　　〃 2，920 2，970 5，020

〃　4　　　〃　　　5　　　　　〃 2，970 う，020 5，070

〃　　5　　　　　〃　　　　6　　　　　　　〃 5，020 う，070 5，120

〃　6　　〃　　7　　　　〃 5，070 う，120 う，170

〃騙7　　　　〃　　　　8　　　　　　〃 5，120 5，170 う，220

〃　8　　〃　　9　　　　〃 う，170 5，210 う，260

〃　　g　　　　〃　　　　10　　　　　　〃 5，210 5，260 5，う10

”　10　　〃　　11　　　〃 う，260 5，う10 5，う60

34才11ヵ月以上35才未満の人 5，510 5，う60 う，耳10

35　才　　以　　上　　の　人 5，う60 5，410 5，導60

◇
　
た
と
え
ば
、
今
月
で
四
十
歳
の
人

　
が
、
こ
ん
ご
一
年
間
分
の
保
険
料
を

　
前
納
す
る
場
合
を
と
っ
て
み
る
と
、

　
あ
と
で
説
明
す
る
保
険
料
引
き
上
げ

　
を
計
算
に
入
れ
て
、
次
の
よ
う
に
な

　
り
ま
す
。

　
・
月
々
納
入
な
ら
、
保
険
料
の
総
額

　
　
は
三
千
四
百
五
十
円
で
す
。

　
・
一
年
分
前
納
す
れ
ば
、
三
千
三
百

　
　
六
十
円
で
、
九
十
円
の
割
引
に
な

　
　
り
ま
す
。

◇
前
納
の
場
合
の
、
年
令
区
分
に
応

　
じ
た
、
割
引
後
の
保
険
料
納
入
額
は

　
上
の
表
の
と
お
り
で
す
。
保
険
料
引

　
き
上
げ
を
考
え
な
が
ら
、
あ
な
た
の

　
場
合
を
検
算
し
て
み
て
く
だ
さ
い
o

◇
　
さ
て
、
そ
の
保
険
料
引
き
上
げ
で

　
す
が
、
年
金
額
の
増
額
に
と
も
な
い

　
財
源
確
保
の
た
め
、
来
年
一
月
か
ら

　
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
o

　
・
二
十
歳
か
ら
三
十
四
歳
ま
で
は
二

　
　
百
五
十
円
に
な
り
ま
す
o

　
・
三
十
五
歳
か
ら
五
十
九
歳
ま
で
の

　
　
か
た
は
三
百
円
に
な
り
ま
す
o

　
・
い
ず
れ
も
、
五
十
円
の
引
き
上
げ

　
　
と
い
う
こ
と
で
す
o

自
動
車
税
（
第
二
期
）

　
　
三
十
一
日
が
納
期
限

　
四
十
三
年
度
の
自
動
車
税
第
二
期
分

の
納
期
限
は
今
月
三
十
一
日
で
す
っ

O
納
税
通
知
書
は
、
十
七
日
こ
ろ
お

　
手
も
と
に
届
く
予
定
で
す
か
ら
、
納

　
期
限
内
の
完
納
を
お
願
い
し
ま
す
o

O
月
末
は
収
納
機
関
が
込
み
合
い
ま

　
す
℃
早
め
に
、
も
よ
り
の
金
融
機
関

　
か
財
務
事
務
所
窓
口
で
納
付
し
て
く

だ
さ
い
。

○
納
税
貯
蓄
組
合
に
加
入
し
て
、
　
一

　
括
納
税
の
推
進
に
協
力
ね
が
い
ま
す

　
　
　
　
　
十
日
町
財
務
事
務
所

一
＝
＝
＝
口
＝
＝
一
＝
＝
二
＝
＝
一
＝
一
＝
＝
＝
麟
＝
＝
＝
＝
一

精
神
薄
弱
者

　
　
相
談
員
を
設
置

　
七
月
一
日
付
で
、
伊
勢
平
治
の
藤
本

秀
雄
さ
ん
（
元
仙
田
中
学
校
長
）
が
精

神
薄
弱
者
の
相
談
員
と
し
て
、
新
潟
県

知
事
か
ら
委
嘱
さ
れ
、
川
西
町
を
担
当

し
て
く
だ
さ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
o

　
不
幸
に
し
て
精
薄
者
を
お
も
ち
の
ご

家
庭
で
、
な
や
み
ご
と
等
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
遠
慮
な
く
藤
本
さ
ん
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　
ど
ん
な
こ
と
で
も
相
談
に
応
じ
て
く

だ
さ
る
と
と
も
に
、
助
言
や
、
指
導
を

し
て
く
だ
さ
い
ま
一
％

一
＝
爾
＝
＝
＝
＝
＝
二
卵
＝
＝
＝
＝
一
＝
脚
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
“

建
設
工
事
の

　
　
入
札
結
果

　
（
①
は
工
事
量
、
②
は
請
負
額
、
③

は
請
負
業
者
名
）
　
※
　
南
原
水
路
災

害
復
旧
・
・
：
①
＋
六
メ
ー
ト
ル
、
②
二

＋
五
万
五
千
円
、
③
吉
楽
土
建
。

※
室
島
田
災
害
復
旧
…
・
①
＋
ア
ー

ル
、
②
四
＋
八
万
三
千
円
、
③
川
西
建

材
。
　
※
赤
谷
水
路
災
害
復
旧
：
：
①

五
十
八
メ
ー
ト
ル
、
②
七
十
一
万
三
千

円
、
③
吉
楽
土
建
o
　
※
田
戸
水
路
災

害
復
旧
：
：
①
＋
メ
ー
ト
ル
、
②
＋
七

万
六
千
円
、
③
丸
山
工
務
所
o

　
い
ざ
、
自
分
が
や
る
と
な
る
と

道
路
の
紙
く
ず
ひ
と
つ
拾
う
の
に

も
、
た
い
へ
ん
な
勇
気
が
必
要
な

も
の
で
す
。

　
き
れ
い
好
き
で
定
評
の
あ
る
日

本
人
。
自
分
の
家
と
か
、
庭
は
、

い
つ
も
き
ち
ん
と
清
掃
を
す
る
の

で
す
が
、
す
ぐ
脇
の
道
路
が

ご
み
で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て

い
て
も
、
案
外
、
無
関
心
の

よ
う
で
す
。

　
公
徳
心
が
う
す
い
と
い
う

　
の
か
、
公
衆
が
集
ま
り
、
利
用
す

　
る
場
所
が
よ
ご
れ
て
い
る
の
を
み

　
て
も
、
マ
ユ
を
ひ
そ
め
は
す
る
か

　
だ
カ
ら
ど
う
す
る
と
い
う
と
こ
ろ

　
ま
で
、
な
か
な
か
意
識
が
発
展
し

ま
せ
ん
。

広報プ勺

才
　
こ
こ
で
紹
介
す
る
、
野
口
の
与

七
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
滋
野
イ
マ

さ
ん
（
七
十
七
才
）
の
行
為
に
は

た
だ
頭
が
さ
が
る
だ
け
で
な
く
、

わ
た
し
た
ち
を
反
省
さ
せ
る
な
に

か
が
あ
り
ま
す
。

　
イ
マ
さ
ん
が
や
っ
て
い
る
の
は

停
留
所
を
そ
う
じ
す
る

与
七
の
ば
あ
ち
ゃ
ん

野
口
堂
の
前
の
バ
ス
停
留
所
の
清

掃
で
す
o
朝
の
七
時
前
、
．
ケ
ツ

ぞ
う
き
ん
に
ほ
う
き
を
持
っ
て
き

て
は
、
停
留
所
を
そ
う
じ
し
て
帰

っ
て
ゆ
く

　
家
か
ら
停
留
所
ま
で
、
約
二
百

メ
ー
ト
ル
の
距
離
を
往
復
す
る
Q

こ
の
、
い
わ
ば
イ
マ
さ
ん
の
日
課

よ
、
も
う
三
年
以
上
も
続
い
て
い

る
の
で
す
。

　
ご
存
じ
の
よ
う
に
、
こ
の
停
留

所
は
、
地
蔵
堂
に
手
を
加
え
た
簡

素
な
待
合
所
が
あ
り
、
こ
れ
が
、

車
の
通
る
た
ぴ
に
ほ
こ
り
で
い
っ

　
　
よ
、
、
　
ベ
ン
チ
に
は
腰
も
お

　
　
ろ
せ
な
い
ほ
ど
に
な
り
ま
す

　
　
　
そ
の
ほ
こ
り
の
ふ
き
と
り

　
　
と
、
紙
く
ず
や
た
ば
こ
の
吸

　
　
い
が
ら
で
ち
ら
カ
っ
た
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
床
の
掃
き
そ
う
じ
を

「
わ
た
し
の
仕
事
だ
と
思
っ
て
や

っ
て
い
ま
す
o
」
と
い
う
イ
マ
さ

ん
。
近
く
、
小
さ
な
親
切
運
動
本

部
か
ら
、
美
七
い
バ
ッ
ジ
と
賞
状

が
お
く
ら
れ
，
る
と
聞
き
ま
し
た
。

（
写
真
、
停
留
所
と
イ
マ
さ
ん
）
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や
み
酒
。
法
律
で
禁

止
さ
れ
て
い
る
ど
ぶ
ろ
、

く
な
ど
の
密
造
酒
と
か

密
輸
入
酒
の
こ
と
で
す

が
、
こ
れ
ら
は
、
広
報

活
動
や
、
取
り
締
ま
り

の
反
復
実
施
に
よ
っ
て

し
だ
い
に
姿
を
消
し
て

い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。　

し
か
し
、
海
外
旅
行

．
フ
ー
ム
に
の
っ
た
密
輸

入
酒
の
横
行
、
山
間
地

に
お
け
る
清
酒
の
密
造

市
街
地
で
の
ぶ
ど
う
酒

の
密
造
が
、
完
全
に
な

く
な
っ
た
と
は
い
い
き

れ
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
、
国
税
庁
が

提
唱
し
て
、
十
一
日
か

ら
二
十
日
ま
で
の
十
日

間
、
　
「
や
み
酒
を
な
く

す
る
運
動
」
を
実
施
す

　
そ
し
て
、
フ
ー
ゼ
ル
油
（
〃
フ
ー
ゼ

ル
〃
は
悪
い
酒
と
い
う
意
味
、
ア
ル
コ

ー
ル
が
発
酵
す
る
と
き
に
で
き
る
。
）

や
雑
菌
な
ど
有
害
な
成
分
が
含
ま
れ
て

い
て
、
な
か
に
は
、
メ
チ
ル
ア
ル
コ
ー

ル
を
含
有
す
る
場
合
さ
え
あ
り
ま
す
o

　
こ
れ
を
飲
む
と
、
目
や
脳
を
お
か
さ

れ
る
危
険
が
あ
り
、
急
激
に
害
を
生
じ

な
く
て
も
、
知
ら
ぬ
ま
に
肝
臓
と
か
じ

ん
臓
に
障
害
を
お
よ
ぼ
し
た
り
、
高
血

圧
の
原
因
に
も
な
る
こ
と
が
、
医
学
的

に
証
明
さ
れ
て
い
ま
す
o

　
次
に
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
禁
じ
ら

れ
て
い
る
や
み
酒
を
人
の
目
を
の
が
れ

て
つ
く
り
飲
む
と
い
う
、
違
反
意
識
が

家
庭
生
活
や
、
子
ど
も
の
教
育
上
、
け

っ
し
て
好
ま
し
い
も
の
で
は
な
い
と
い

う
こ
と
で
す
。

　
や
み
酒
に
は
、
こ
の
よ
う
に
思
い
が

け
な
い
点
で
弊
害
が
あ
る
こ
と
を
知
っ

て
く
だ
さ
い
。

国
際
人
権
年

記
念
標
語
の
募
集

③
表
彰

　
一
位
一
点
、
二
位
一
点
、
三
位
二
点

佳
作
五
点
と
し
、
本
人
あ
て
の
、
賞
状

賞
品
の
発
送
を
も
っ
て
発
表
に
か
え
ま

す
。④

作
品
の
送
り
先

騎
魏
騨
晴
辮
撫
魏
嗣

長
岡
支
局
内
、
長
岡
人
権
擁
護
委
員
協

議
会
あ
て
。

あ
な
た
も

調
理
師
の
資
格
を

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
o

　
運
動
の
目
的
は
、
う
た
い
文
句
ど
お

り
、
や
み
酒
を
追
放
す
る
こ
と
に
あ
る

わ
け
で
す
が
、
な
ぜ
や
み
酒
を
絶
や
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、
酒
税
に
お

よ
ぼ
す
悪
影
響
と
い
っ
た
大
き
な
問
題

は
さ
て
お
い
て
、
こ
こ
で
は
密
造
酒
に

つ
い
て
、
も
っ
と
身
近
か
な
面
か
ら
考

え
て
み
ま
し
ょ
う
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わ
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酒
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一
は
、
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間
の
か
ら
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わ
る
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い
う
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密
造
酒
は
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き
わ
め
て
不
完
全
な
方

法
で
、
し
か
も
不
衛
生
な
場
所
で
つ
く

ら
れ
る
た
め
、
で
き
あ
が
っ
た
も
の
は

不
潔
で
す
。
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和
四
十
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度
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試
験
が
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さ
れ
ま
す
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潟
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岡
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験
申
込
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七
日
か
ら
十
七

　
　
日
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。

　
受
験
資
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手
続
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方
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の
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係
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お
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な
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て
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中
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よ
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啓
、
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生
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ま
し

て
、
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額
の
お
せ
ん
べ
つ
を
い
た

だ
き
、
厚
く
お
礼
申
し
ま
す
。
さ

る
三
日
、
横
浜
を
出
帆
し
、
波
は

高
い
が
、
船
酔
い
も
な
く
、
楽
し

い
航
海
を
つ
づ
け
て
お
り
ま
す
。

　
船
に
は
外
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お
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、
中
国
入

が
多
い
よ
う
で
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。
外
人
の
だ
ら

し
の
な
い
の
に
は
驚
き
ま
す
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一
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の
中
に
若
い
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の
女
性
も
た
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さ
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お
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目
を
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し
ま
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ま
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明
朝
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光
で
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楽
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に
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っ
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ぶ
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じ
る
丸
に
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様

仙
田
）
が
、
県
内
の
婦
人
代
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県
教
育
委
員
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で
実
施
す
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団
体
活
動
な
ど
の
現
状
視
察
に
よ
つ
て

社
会
的
視
野
を
広
め
、
そ
の
結
果
を
、

本
県
の
婦
人
教
育
推
進
に
役
だ
て
る
の

が
目
的
で
、
こ
の
た
め
に
、
県
は
毎
年

一
回
、
十
人
の
婦
人
代
表
を
国
内
に
派

遣
し
て
い
ま
す
o

　
南
雲
さ
ん
は
そ
の
中
に
選
ば
れ
た
わ

け
で
、
町
で
は
初
め
て
の
こ
と
で
す
o

　
派
遣
の
時
期
は
今
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下
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静
岡
、
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婦
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習
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を
中
心
に
研
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す
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と
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な
っ
て
い
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す
o
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こ
れ
を
機
会
に
、
入
権
を
尊
重
し
あ
…

う
気
持
が
み
ん
な
の
心
の
中
に
深
く
し

み
わ
た
り
、
住
み
よ
い
社
会
を
実
現
で

き
る
よ
う
な
意
味
の
標
語
を
募
集
す
る

も
の
で
す
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夏
炉
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あ
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